
 
 

    

十
一
月
一
日
、
恒
例
の
地
域
探
訪
「
ふ

る
さ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
が
連
谷
公
民

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
連
谷
小
学
校
・
連

谷
明
老
ク
ラ
ブ
主
催
で
行
わ
れ
た
。 

 

八
時
三
十
分
、(

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー)

連

谷
小
学
校
校
庭
に
参
集
し
た
約
六
十
人

と
児
童
十
一
人
は
連
谷
の
知
識
人
丸
山

敦
志
さ
ん
か
ら
本
日
の
行
程
「
田
峯
観
音

道
・
善
光
寺
道
・
昔
の
道
」
に
つ
い
て
連

合
の
里
を
通
っ
た
信
仰
の
道
や
、
先
祖
た

ち
の
生
活
の
道
を
歩
く
こ
と
を
通
し
て
、

遠
い
昔
の
先
人
た
ち
の
厳
し
い
村
づ
く

り
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
を
見
直
し
、
郷
土

を
愛
す
る
気
持
ち
を
高
め
た
い
。
ま
た
、

深
ま
り
行
く
秋
の
大
自
然
に
直
接
ふ
れ

な
が
ら
、
日
頃
の
憂
さ
を
忘
れ
心
体
と
も

に
健
や
か
な
一
日
を
送
り
明
日
の
糧
と

し
た
い
。
と
説
明
が
あ
っ
た
。
九
時
出
発
。

真
菰
辻
～
方
瀬
辻
～
方
瀬
の
踊
り
場
～

欅
井
戸
～
宗
山
塔
～
大
曲
り
石
仏
群
～

代
良
木
ト
ン
ネ
ル
～
百
田
～
峠
ん
堂
～

高
札
場
～
溜
ま
り
水
界
隈
を
巡
り
十
二 

     

時
に
学
校
到
着
。 

 

校
庭
で
は
炊
き
出
し
部
隊
が
大
は
そ

り
い
っ
ぱ
い
の
イ
ノ
シ
シ
汁
を
精
魂
込

め
て
調
理
。
名
物
の
五
平
餅
や
皮
肝
な
ど

の
焼
肉
も
ふ
ん
だ
ん
に
・
・
食
欲
を
誘
い
、 

                 

日
頃
、
歩
き
な
れ
な
い
参
加
者
も
ド
ン
ブ

リ
片
手
に
う
ま
い
旨
い
の
連
発
で
、
疲
れ

な
ど
ふ
っ
飛
ん
だ
よ
う
で
あ
っ
た
。 

道
中
拾
い
話 

・
上
真
菰
の
繁
蔵
様
＝
歯
が
痛
い
時
お
詣

り
す
る
と
直
ぐ
治
る
と
い
う
。 

・
根
道
は
白
い
キ
ツ
ネ
が
出
て
人
を
化
か

し
た
と
い
う
。 

・
与
良
木
の
大
曲
＝
昭
和
三
十
年
代
ま
で

は
盆
踊
り
が
盛
ん
で
、
近
隣
か
ら
大
勢
訪

れ
た
。 

・
与
良
木
ト
ン
ネ
ル 

(

マ
ン
ボ)

＝
切
石
の

横
積
み
が
珍
し
い
。
明
治
二
十
七
年
開
通
。 

・
百
田
＝
今
か
ら
約
三
十
年
前
ま
で
沢
添

い
に
小
さ
な
棚
田
が
耕
作
さ
れ
て
い
た
。 

・
武
田
軍 

敗
走
の
伝
記
＝
天
正
三
年
、

長
篠
の
戦
い
に
敗
れ
た
武
田
軍
の
残
党

は
、
甲
州
を
目
指
し
て
敗
走
し
た
。
織
田

信
長
は
「
追
討
は
与
良
木
峠
ま
で
に
せ

よ
」
と
の
命
で
あ
っ
た
。 

   

連
谷
お
助
け
隊
は
結
成
以
来
、
四
谷
の

千
枚
田
を
核
に
し
た
連
谷
地
区
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
そ
の
、
大
き
な
取
組
と
し
て
①
お
田
植

え
感
謝
祭
「
み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
」

②
地
域
環
境
整
備
活
動
③
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
に
積
極
的
に
協
力
。
等
々 

 

十
一
月
八
日
、
地
域
環
境
整
備
活
動
と

し
て
本
年
は
連
合
松
下
地
区
の
生
活
道

路
の
障
害
木
の
除
伐
や
枝
打
ち
作
業
を

行
っ
た
。 

 

当
日
は
、
保
存
会
員
や
松
下
地
区
住
民

の
参
加
も
あ
り
、
覆
い
繁
っ
た
生
活
道
路

(

市
道)

も
見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な
っ
た
。 

 

な
お
、
こ
の
活
動
は
「
あ
い
ち
森
と
緑

づ
く
り
」
助
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
交

付
金
を
活
用
し
た
チ
エ
ン
ソ
ー
等
が
大

活
躍
。
地
域
住
民
に
大
変
喜
ば
れ
た
。 

                   

  

ま
た
、
ふ
る
さ
と
指
導
員
活
動
支
援
物

資
の
高
ハ
シ
ゴ
や
高
枝
切
り
も
「
む
ら
づ

く
り
」
に
貢
献
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

～
連
合
地
区
の
旧
道
を
歩
こ
う
～ 

連連
谷谷
おお
助助
けけ
隊隊
地地
域域
にに
貢貢
献献  



田
園
自
然
再
生
コ
ン
ク
ー
ル
に
上
位

入
賞
を
ね
ら
う
！ 

 

農
林
水
産
省
で
は
、
環
境
省
等
と
連
携

し
、
農
村
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再

生
を
め
ざ
し
て
農
業
者
、
地
域
住
民
、
団

体
な
ど
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
「
田
園

自
然
再
生
活
動
」
の
取
組
の
中
か
ら
、
優

良
事
業
を
表
彰
し
て
い
る
。 

 

第
七
回
と
な
る
今
回
は
、
来
年
十
月
に

愛
知
県
・
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
生
物

多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議

(C
O

P
1

0
)

をP
R

す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

認
定
を
受
け
て
行
わ
れ
る
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
も
カ
エ
ル
や
タ
ニ
シ
、

ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
生
物
と
共
生
し
た
米
づ

く
り
や
地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
応
募
し

た
結
果
、
上
位
に
評
価
さ
れ
、
十
月
二
十

一
日
、
審
査
委
員 

小
河
原
孝
生(

生
態
系

学
研
究
所
所
長)  

井
上
和
衛(

都
市
と
農

山
村
漁
村
の
共
生
・
対
流
推
進
会
議
運
営

委
員) 

近
藤
秀
樹(

農
林
水
産
省
農
村
環

境
課
課
長)

ほ
か
関
係
機
関
に
よ
る
現
地

調
査
が
あ
り
、
農
林
水
産
大
臣
賞
獲
得
を

視
野
に
現
地
調
査
を
受
け
ま
し
た
。 

上
位
三
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞 

・
農
村
振
興
局
長
賞 

 
 
 

・
環
境
省
自
然
環
境
局
長
賞 

ふ
れ
あ
い
教
室
・
学
芸
会 

 

十
一
月
二
十
一
日
、
連
谷
小
学
校
で
は

ふ
れ
あ
い
教
室
と
学
芸
会
が
開
か
れ
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
教
室
は
午
前
十
時
か
ら
ホ

ー
ル
に
お
い
て
連
谷
明
老
ク
ラ
ブ
会
長

の
丸
山
敦
志
さ
ん
が
「
千
枚
田
の
石
垣
を

築
い
た
先
人
達
の
生
き
ざ
ま
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
話
が
あ
り
ま
す
。 

 

餅
つ
き
は
十
一
時
十
五
分
か
ら
千
枚

田
で
児
童
た
ち
が
収
穫
し
た
も
ち
米
を

野
外
で
蒸
し
、
杵
と
石
臼
で
餅
つ
き
を
お

こ
な
い
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ

れ
ま
す
。 

      

獣
害
対
策
講
習
会 

 
 

              

十
一
月
二
日
、
新
城
市
平
井
地
区
に
お
い

て
「
竹
と
間
伐
材
で
作
る
檻
に
よ
る
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
方
法
」
の
講
習
が
あ
り
、
連

谷
地
区
か
ら
六
名
が
受
講
し
た
。 

 

講
師
は
岡
崎
市
鳥
獣
害
対
策
研
究
会

所
属
で
竹
檻
の
考
案
者
成
瀬
勇
夫
氏
で
、

竹
切
り
か
ら
檻
完
成
ま
で
実
地
指
導
、
参

加
者
も
、
苦
慮
す
る
イ
ノ
シ
シ
退
治
に
有

効
な
竹
檻
作
成
に
自
ら
も
参
加
。
詳
細
部

を
メ
モ
し
た
り
写
真
に
収
め
た
り
真
剣

に
取
り
組
ん
だ
。 

う
ま
い
！
を
明
日
へ
！ 

               

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、
愛
知
・
名
古
屋
が

推
進
し
て
い
る
、
自
然
と
共
生
で
き
る
地

域
を
め
ざ
し
、
生
物
多
様
性
の
保
全
へ
の

取
組
に
賛
同
し
、
愛
知
県
内
で
販
売
し
た

「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
対
象
商
品

一
本
に
つ
き
一
円
を
「C

O
P

1
0

支
援
実

行
委
員
会
」
に
寄
付
し
、
生
物
多
様
性
へ

の
理
解
を
深
め
る
活
動
や
、
自
然
と
の
共

生
に
向
け
た
取
組
に
寄
与
し
て
い
る
。 

こ
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
で
は
す

で
に
千
百
四
十
万
七
千
五
百
七
十
五
円

を
生
物
・
自
然
再
生
と
共
生
す
る
地
域
づ

く
り
活
動
に
寄
付
さ
れ
た
。 

 

今
回
は
、
そ
の
二
弾
と
し
て
「
四
谷
の

千
枚
田
」
が
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
で
大
活
躍
、
訪
れ
る
人
が
ま 

た
ま
た
増
え
て
し
ま
っ
た
。 

視 

察 

十
一
月
十
八
日
、
三
重
県
熊
野
市
紀
和

町
の
丸
山
千
枚
田
か
ら
十
名
の
皆
さ
ん

が
「
棚
田
保
全
の
取
組
に
係
わ
る
情
報
収

集
及
び
意
見
交
換
」
と
題
し
て
訪
れ
ま
す
。 

 

棚
田
を
持
つ
も
の
の
同
じ
悩
み
が
忌

憚
無
く
語
れ
る
よ
い
機
会
と
思
い
ま
す
。 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン(

放
送
済
み) 

・
十
月
二
十
日
、
テ
レ
ビ
愛
知
＝
連
谷
地

区
に
於
け
る
獣
害
被
害
と
対
策 

・
十
月
三
十
日
、
東
海
テ
レ
ビ
＝
は
な
わ

親
子
が
田
吾
作
の
協
力
で
籾
蒔
き
か
ら

収
穫
ま
で
の
稲
作
体
験 

・
十
月
三
十
一
日
、
中
京
テ
レ
ビ
＝
千
原

夕
の
し
ょ
う
ゆ
旅
最
終
編(

田
植
、稲
刈
り
、

脱
穀
、
籾
摺
り
、
精
米
ま
で) 

行 
 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日 

 
 
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

行 
 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

収
穫
感
謝
祭 

田
吾
作
主
催 

 

恒
例
と
な
っ
た
収
穫
感
謝
祭
「
餅
つ

き
大
会
」
が
十
二
月
六
日(

日)

、
開
催

さ
れ
ま
す
。 

大
勢
の
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
ま
す
。 


